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資料１



構成

１．前回協議会でいただいた意見への対応
（資料１）

２．大館市バリアフリー基本構想
（資料２_概要版）（資料３_素案）

３．今後のスケジュール
（資料１）
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大館市バリアフリー基本構想 ～第6回協議会の意見を踏まえた修正案～
１）協議会でいただいた主なご意見及び修正方針

４）重点生活関連施設以外のバリアフリー化を推進すべき施設

【共生社会参加モデル施設】

① 共生社会参加モデル施設（案）の設定について

大館市は先導的共生社会ホストタウンに認定され、共生社会実現のためユニバーサルデ
ザインのまちづくりを推進しており、高齢者、障害者及び妊産婦等の社会参加を促すため重
点生活関連施設とは別に共生社会参加モデル施設を定める。

② 共生社会参加モデル施設の設定の効果

共生社会参加モデル施設のバリアフリー事業をモデル事業とし、大館市バリアフリーまちづ
くり推進協議会で検討し、施設管理者へ提案することで施設のバリアフリー化を促すことが
できる。

③ 共生社会参加モデル施設（案）の抽出

高齢者、障害者及び妊産婦等の社会参加の促進に特に重要な生活関連施設を共生社会参加モデル
施設（案）として抽出する。

＜抽出基準＞

①地域交流の拠点として特に重要な施設 ②観光交流の拠点として特に重要な施設
③子育て世代の利用に特に重要な施設 ④健康増進を図るため特に重要な施設
※重点生活関連施設を除く

３）重点整備地区・特定事業・その他事業・共生社会モデル施設・モデル事業
の位置付け

【修正前のフロー】

ご意見 修正方針

「モデル事業」は施設の役割などから市とし
て推進すべき事業を設定するべき。
「モデル事業」が大館らしいまちづくりにつ
ながる。

国の指針に基づく重点整備地区の設定だけでは、市として
目指すバリアフリーまちづくりを実現することは難しいため、
バリアフリー化を推進すべきモデル施設やモデル事業につ
いて選定方法から再検討した。

調査から得られた結果を整理するとともに
それを踏まえた対応方針をわかりやすく表
現することが重要。

調査結果の課題整理と課題解決のための整備方針をわか
りやすく表現するよう修正する。

障害者団体の代表者へのヒアリングだけで
はなく、障害者本人へのヒアリングも必要
ではないか。

障害者施設（4施設）に通所する障害者（18名）に対して追加
ヒアリングを行った。

重点生活関連施設は「よく利用する施設」と
いう視点だけではなく、「利用したい施設」と
いう視点も重要ではないか。

重点生活関連施設は、国土交通省のガイドラインに基づき、
相当数の高齢者・障害者等が利用する施設を選定した。

「利用したい」という視点は社会参加に重要な視点であるた
め、「共生社会参加モデル施設」の選定の参考とした。

２）前回協議会との変更点
①共生社会参加モデル施設の設定
施設の役割から市としてバリアフリー化が必要な施設を、重点整備地区および移動等円滑化促

進地区に関わらず設定することで大館市らしいバリアフリーまちづくりを体現できる。

②モデル地区について
１）共生社会参加モデル施設は市内各地に点在しており施設の役割からエリアを設定すること

が困難である。
２）扇田地区・早口地区は移動等円滑化促進地区に設定されており、重点生活関連施設・経

路を追加するため、事業予定ができればモデル地区と設定せずとも重点整備地区と設定
できる。

以上からモデル地区を設定しないこととし、移動等円滑化促進地区外にも共生社会参加モデル
施設を設定することとした。

【修正後のフロー】
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大 館 市 全 域
大館市バリアフリーマスタープラン

移動等円滑化促進地区

先導的共生社会ホストタウンと
して将来的な共生社会を実現
する観点からも整備すべき
施設を抽出し整備を推進

共生社会参加
モデル施設

モデル
事業

その他
事業

総合的な都市機能の増進を図る上で
バリアフリー事業の重点的・一体的な
実施が特に必要な地区、施設・経路を
抽出し計画的に整備を推進

重点生活関連施設

重点生活関連経路

事業の
実現性

＊大館駅周辺、市役所周辺
の一部

重点整備地区

特定事業
（公共交通等）

モデル
事業

ハード事業

先導的共生社会ホストタウンと
して障害者・高齢者等への
理解増進のための心のバリア
フリーおよびその他社会的な
バリアに対するソフト事業を
推進

その他
事業

特定事業
（教育啓発）

ソフト事業



バリアフリーマスタープラン及び
バリアフリー基本構想の見直し

・移動等円滑化促進地区や重点整備地区の拡張
・基本構想に特定事業やその他事業として追加

モデル事業を設定（基本構想策定）

施設管理者等との協議

事業の実施

共生社会の実現を推進

【対象施設】
・樹海体育館 ・高館公園
・長根山運動公園
・大館樹海ドームパーク（大館樹海ドーム）
・田代スポーツ公園
・達子森公園

・子育て中の方がよく利用されることが見込まれ
る施設。

・健康増進のためによく利用が見込まれる施設。

・地域でのイベントなど、多目的に利用できるよう
な施設。

【対象施設】
・市立中央公民館 ・市民文化会館
・市立田代公民館
・大館市北地区コミュニティセンター

【対象施設】
・大館市観光交流施設「秋田犬の里」
・石田ローズガーデン
・道の駅ひない

観光交流の促進

・観光客を受け入れる施設。

【対象施設】
・桂城公園 ・二ツ山総合公園
・扇田ふれあい公園
・女性センター ※R4.4から市民交流センター

・市立栗盛記念図書館
・大館樹海ドームパーク（パークセンター）

子育てしやすい環境づくり 健康増進

地域交流の促進

大館市バリアフリー基本構想 ～第6回協議会の意見を踏まえた修正案～

６）モデル事業に関する今後の展開

▲大館駅周辺地区 ▲大館市役所周辺地区

▲扇田地区 ▲早口地区

【共生社会参加モデル施設の設定イメージ（案）】

▲市全域（移動等円滑化促進区域外）

５）共生社会参加モデル施設（案）

※赤字：移動等円滑化促進地区外の施設

▲共生社会参加モデル施設（案）

3

【凡例】

：移動等円滑化促進地区

：生活関連施設

：生活関連経路

：共生社会参加モデル施設



３．今後のスケジュール 4

バリアフリー基本構想（Ｒ３：今年度）

協議会③
（1月25日）

・基本構想
（案）に対する
意見交換

協議会④
（3月25日
（予定））

・基本構想公表
に向けた意見
交換

実
施
内
容

協
議
会
内
容

R4.1 R4.2～3

・基本構想
（案）の作成

・パブリック
コメント
への対応
・基本構想
（案）の修正

・基本構想
の策定

パブリック
コメントの
実施
（2/1～2/21）

特定事業計画の策定・事業
の実施（Ｒ４～）

協議会
（開催予定）

・事業の進捗状況
・バリアフリーに関する
情報共有

・特定事業計画の策定

・特定事業の事業者へ
特定事業計画の作成
要請

・特定事業計画に
基づく事業の実施

R4.4～

特定事業の検討（Ｒ３：今年度）

基本構想の
公表(3/31)


